
 

 

津波・高潮ハザードマップマニュアルの検討経緯 

関連省庁

・気象庁

・海上保

8月 

第５回研究会 
資料－１ 
2003.12.16 

7 月 

10 月 

～11 月 

9 月 29 日 

9 月 11 日 

H14 年度 

11 月 

～12 月 

12 月 16 日 
第 1回行政関係者検討会(WG) 

自治体意見への対応方針の確認、マニュ

アル(案)たたき台の精査 

マニュアル(案)たたき台の作成 

自治体意見に対する対応 

第 2回行政関係者検討会(WG) 

マニュアル(案)の作成 

意見照会 

・消防庁 

安庁 

自治体への回答 

・意見対応結果(

(案))、質問事

第 5回研究会 

マニュアル(案)の審議 

マニュアル(素案

・都道府県、市町

第 1～4 回研究会 

マニュアル(素案)の作成 

研究会準備 

委員長事前説明、資料事前配布 
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研究会 
事務局(4 省庁) 

事務局(4 省庁)＋

研究室長(各省庁)

事務局(4 省庁) 

事務局(4 省庁)＋

研究室長(各省庁)

対応表、マニュアル

項への回答の送付 

)自治体意見照会 

村(回答：63 機関)

研究会委員＋事務

局(4 省庁) 

事務局→各委員(河

田、今村、磯部、片田)



津波・高潮ハザードマップ研究会　～全体検討フロー～

第１回研究会
①ハザードマップ作成から周知、適切な避難行動実現までの流れと課題
②本研究会で取り組む内容
③モデル地域を設定して実際に試作する際の条件

第２回研究会
①浸水予測時の不確実性についての検討
②諸条件の設定方法について

第３回研究会
①ハザードマップの作成・周知方法についての検討
②ハザードマップの住民による確認、活用・作成支
援についての検討

ハザードマップ作成の流れ

研究会での
検討内容

作成目的 作成主体 利用想定

作成企図の設定 浸水予測区域の設定

条件設定 各種ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

マップの作成・周知 活用・作成支援

マップ作成 周知 住民の円滑な避難

作成根拠

作成目的

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
内
容

作成主体
役割分担

技
術
的
検
討
内
容

利用主体
利用方法

外力条件
・地震動
・隆起・沈降
・潮位・波浪
・河川流量

施設条件
・破壊メカニズム
・機能状況設定

波浪・浸水計算
・計算手法・モデル
・計算条件
・使用データ

施設危険度評価
・評価手法・モデル
・使用データ

記載内容
表現内容

表現技術
・表示技術
・使用データ

１回目(11/22) ２回目(2/25) ３回目(5/1)

背景・周辺状況等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでのﾊｻﾞー ﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成に関する各種の動き

地域防災における高潮対策の強化ﾏﾆｭｱﾙ

残されている課題

地域防災における津波対策強化の手引き
津波災害予測マニュアル
津波対策推進マニュアル

法的根拠
・災対法
・水防法

住民意向

位置付け・役割
・円滑な避難の実施
・適切な海岸整備

市町村
・住民避難に
　対する責任
（災対法60条）
・地域防災
　計画
・海岸整備

都道府県
国
・海岸整備
・技術協力　　等

住民用
・事前：危険度・
　避難方法把握
・直前：避難の判断・
　安全な避難

行政用
・事前：防災計画
・整備計画策定
・直前：避難計画
・施設運用計画
・事後：救援計画
・施設運用計画

住民避難用
(事前･直前)
・構成
・記載事項
・表現方法
・表現精度

行政検討用
1.事前
2.直前
3.事後
・構成
・記載事項
・表現方法
・表現精度対象地区設定

住民による確認

洪水ハザードマップ作成要領
浸水想定区域図作成マニュアル

確認

総合的な津波・高潮
防災対策のあり方

４回目(6/17)

総合的な津波・高潮対策
のあり方

第４回研究会
①ハザードマップを活用した総合的な津波・
高潮防災対策
②モデル地区における「防災マップ（仮称）」
試作結果

周知技術
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
・CATV
・防災無線
・ﾈｯﾄﾜｰｸ
　他支援技術

・海岸DBの整備
・支援ｼｽﾃﾑの開発
・観測ﾈｯﾄﾜｰｸ

モデル地区における試作結果の評価

災害の時系列によって変化
ハザード
マップ
マニュアル
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ハザードマップを活用した
津波・高潮防災対策
・津波・高潮防災対策におけるハ
ザードマップの位置付け、役割
・ハザードマップを活用したソフト
面、ハード面での津波・高潮対策

整備促進方策
・整備促進に関する役割分担
・各種計画への反映

周知、利活用促進方策
・周知媒体
・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・最新情報の提供



津波・高潮ハザードマップ研究会　～第４回研究会までの検討経緯～

ハザードマップ
作成の流れ

研究会での
検討内容 作成目的 作成主体 利用想定

作成企図の設定 浸水予測区域の設定

条件設定 各種シミュレーション

マップの作成・周知 活用・作成支援

マップ作成 周知 円滑な避難

１回目
(11/22)

２回目
(2/25)

３回目
(5/1)

確認

津波・高潮防災対策
のあり方

４回目
(6/17)

総合的な津波・高潮防災対策

１章　津波・高潮ハザードマップの必要性
と位置付け

２章　津波・高潮ハザードマップの概要

３章　浸水予測区域の検討方法
４章　浸水予測結果からの
津波・高潮ハザードマップ
作成方法

５章　津波・高潮ハザードマップの周知、住民理解、利活用
マニュアルと
の対応

第１回　審議事項
①ハザードマップ作成から周知、適切
な避難行動実現までの流れと課題
②本研究会で取り組む内容
③モデル地域におけるハザードマップ
試作の設定条件

第２回　審議事項
①浸水予測時の不確実性についての検討
②諸条件の設定方法について

第３回　審議事項
①ハザードマップの作成・周知方法についての検討
②ハザードマップの住民による確認、活用・作成支
援についての検討
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第４回　審議事項
①ﾊｻﾞー ﾄﾞﾏｯﾌﾟを活用した
総合的な津波・高潮防災
対策
②ﾓﾃﾞﾙ地区における「防
災ﾏｯﾌﾟ（仮称）」試作結果

５回目 第５回　審議事項
○津波・高潮ハザードマップマニュアル（案）
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